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初
日
の
短
い
自
己
紹
介
で
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
経
験

も
多
様
、
目
的
も
い
ろ
い
ろ
だ
と

感
じ
ま
し
た
が
、
山
や
木
、
あ
る

い
は
自
然
に
対
し
て
の
思
い
入
れ

は
や
は
り
共
通
の
も
の
が
あ
る
な

と
思
い
ま
し
た
。
遠
く
台
風
か
ら

伸
び
る
前
線
の
影
響
で
二
日
目
の

午
後
は
雨
に
た
た
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
さ
ほ
ど
気
に
す
る

風
も
な
く
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ

て
の
伐
倒
を
し
、
キ
ャ
タ
ト
ラ
の

集
材
に
見
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

三
日
目
の
朝
六
時
山
小
屋
の
外
で

何
人
か
の
声
。
昨
日
も
遅
か
っ
た

の
に
何
事
だ
ろ
う
と
覗
い
て
み
る

と
朝
飯
前
の
一
勉
強
。
高
さ
二
十

メ
ー
ト
ル
の
サ
ワ
ラ
を
相
手
に
先

生
を
囲
ん
で
ぶ
り
縄
木
登
り
の
復

習
。
い
や
は
や
驚
き
ま
し
た
。

　
安
井
さ
ん
、
大
森
さ
ん
と
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
佐
藤
が
ア
シ
ナ
ガ

バ
チ
に
刺
さ
れ
た
く
ら
い
で
、
お

陰
様
で
大
き
な
怪
我
も
な
く
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
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始
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集
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事
務
局
あ
い
さ

つ
、
講
師
の
先
生
方
の
あ
い

さ
つ
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ス
タ
ッ
フ
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イ
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ス
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ラ
ク
タ
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事
務
局
）
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安全帯をつけてはいるものの木の上で両手を離すのは最初は怖い。出来て大森さんの笑顔。

　
今
回
一
番
遠
い
北
海
道
の
興
梠

さ
ん
は
飛
行
機
で
海
を
渡
っ
て
お

見
え
で
し
た
。
盛
岡
市
の
城
さ

ん
、
秋
田
県
の
松
原
さ
ん
。
そ
し

て
西
の
方
は
奈
良
県
の
山
本
さ

ん
、
堺
市
の
松
本
さ
ん
ご
夫
妻
ほ

か
多
く
の
方
が
遠
方
か
ら
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
測
樹
か
ら
始

ま
っ
て
下
刈
り
、

除
伐
、
間
伐
、
集

材
、
枝
打
ち
な
ど
の
理
論
と
実

践
、
お
ま
け
に
ぶ
り
縄
や
樹
木
分

類
、
ナ
タ
ノ
コ
の
手
入
れ
な
ど
何

せ
盛
り
沢
山
の
森
林
塾
エ
キ
ス
を

集
め
た
お
子
さ
ま
ラ
ン
チ
風
。

ち
ょ
っ
と
欲
張
り
す
ぎ
た
か
な
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
消
化
不
良
気
味
か

紹
介
、
参
加
者
自
己
紹
介
　

日
程
説
明
等
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へ
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現
場
着
　
準
備
体

操
の
後
ナ
タ
、
ノ
コ
の
使
い

方
と
び
っ
し
り
生
え
た
10
年

生
ア
カ
マ
ツ
林
の
手
入
れ
に

つ
い
て
の
説
明
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５
班
に
分
か
れ
本

数
を
数
え
た
後
間
伐
に
は
い

る
。
ha
当
た
り
の
本
数
は

な
と
も
思
っ
た
の
で
す
が
、
せ
っ

か
く
忙
し
い
時
間
を
や
り
く
り
し

て
遠
く
か
ら
お
見
え
の
皆
さ
ん
に

少
し
で
も
多
く
を
と
い
う
先
生
方

と
ス
タ
ッ
フ
側
の
思
い
で
す
の
で

お
許
し
く
だ
さ
い
。
ど
の
く
ら
い

を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
復
習
を
し

て
み
て
、
納
得
の
い
か
な
い
と
こ

ろ
な
ど
出
て
き
ま
し
た
ら
事
務
局

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

で
し
た
。

２
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２
時
２
時
２
時
２
時
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分分分分分
　
マ
ツ
林
の
間
伐
終

了
。
少
し
離
れ
た
50
年
生
の

ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
林
に

移
動
し
測
樹
の
説
明
　

いつもポケットに一本、直径巻尺

１班　宮崎、佐藤班　15,000本
２班　川島班　　　　30,000本　
３班　藤原班　　　　17,500本
４班　中村班　　　　12,500本
５班　後藤班　　　　10,000本

まずは調査、直径巻尺で小川さん 興梠さんは北海道からアカマツを伐りに来た。

ともに辛口、両先生
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作
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樹
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発
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小
屋
着
、
測
樹
の

デ
ー
タ
を
元
に
現
況
調
査
表

の
完
成
。
　

６
時
６
時
６
時
６
時
６
時
　
交
流
会
開
始
　

８
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８
時
８
時
８
時
８
時
　
終
了
、
三
々
五
々
ミ
ル
ク

に
戻
る
…
は
ず
で
し
た
が
、

何
人
か
は
相
当
遅
く
ま
で
島

崎
先
生
を
囲
ん
で
山
の
話
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
小

池
さ
ん
差
し
入
れ
の
お
酒
も

ほ
と
ん
ど
空
に
。（
小
池
さ

ん
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
）

自然体でＧＯＯＤ！神永さんの玉切り
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班
に
分
か
れ
て
伐

る
木
に
印
を
付
け
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
使
い
方
の
説
明
に

は
い
る
。
玉
切
り
な
ど
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伐
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。

イ
ン
ト
ラ
中
村
ぶ
り
縄
の
試

技
。

１
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間
伐
再
開
　
そ
れ
ぞ
れ
１

〜
２
本
は
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し
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模
様
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ほ
と
ん
ど
の
方
が
み

は
ら
し
の
湯
へ

６
時
６
時
６
時
６
時
６
時
　
夕
食
会
　
釜
で

炊
い
た
ご
飯
が
大
失

敗
。
ご
め
ん
。

７
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７
時
７
時
７
時
７
時
3030303030
分分分分分
　
一
応
終
了
。

交流会修了後アイ・スプライスの講習会が始まった。

ボスのハーモニカコンサート始まる

腰には蚊取り線香、ヘルメットは角源マークの源野さん

切り株で伐倒の復習中

調査表を完成させないとバーベキュウにありつけない

キャタトラでの集材。小さな林分では力を発揮する。

イントラ中村のぶり縄デモ。これ
を見せられると何人かはハマる。

受け口と追い口、つるは直径の1／１０程度

深夜、藤井先生と坂本先生が小川さんを練習台に縛り教室
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め
っ
た
に
経
験
で
き
な
い
大
変

有
意
義
な
３
日
間
の
研
修
で
し

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

Ｂ
コ
ー
ス
は
３
年
目
と
い
う
こ

と
で
ス
タ
ッ
フ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

等
充
実
し
て
お
り
、
工
夫
さ
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、
昼
食
、
夕
食
も

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
と
り
、
夕
食

で
は
ア
ル
コ
ー
ル
も
適
度
に
入

り
、
ス
タ
ッ
フ
、
塾
生
の
話
に
は

大
変
感
銘
を
受
け
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
森
林

塾
に
参
加
す
る
と
い
う
目
指
す
も

の
が
同
じ
仲
間
の
話
と
い
う
の

は
、
同
感
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

大
変
興
味
深
か
っ
た
、
が
、
全
員

の
人
と
話
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
、
残
念
で
あ
っ
た
。

 
 

夏
の
部
は
３
日
間
で
あ
っ
た

が
、
自
宅
の
埼
玉
か
ら
で
は

ち
ょ
っ
と
遠
い
の
で
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
１
週
間
く
ら
い
の
コ
ー

ス
で
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。

  

実
習
の
中
で
一
番
よ
か
っ
た
の

は
、
胸
高
直
径
30
セ
ン
チ
も
あ
る

太
い
ア
カ
マ
ツ
を
２
本
も
伐
採
で

参加者感想

『『『『『ＫＫＫＫＫＯＯＯＯＯＡＡＡＡＡ森森森森森林林林林林塾塾塾塾塾ににににに参参参参参加加加加加しししししててててて』』』』』

     　　岡田　　岡田　　岡田　　岡田　　岡田          豊国豊国豊国豊国豊国

参
加
者
／
阿
部
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夫
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河

井
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源
野
さ
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小
池
さ
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、
興
梠
さ
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、
近
藤
（
恵
）

さ
ん
、
近
藤
（
洋
）
さ
ん
、
坂

本
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城
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杉
谷
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鈴
木
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、
中
島
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、

中
田
さ
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、
平
林
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藤
井

さ
ん
、
松
原
さ
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松
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ん

夫
妻
、
森
さ
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、
安
井
さ
ん
、

山
本
さ
ん
、
依
田
さ
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、　

講
師
／
保
科
先
生
、
島
崎
先
生
　

イ
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ス
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タ
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中
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藤
原
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川
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宮
崎
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佐

藤
　
事
務
局
／
坪
木
、
早
川
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前
回
の
間
伐
の

現
場
、
伊
那
市
山
本
の
白
山

神
社
で
伐
っ
た
木
を
玉
切
り
、

自
走
式
集
材
機
で
集
材
す
る

予
定
で
す
。
伐
り
残
し
た
木

が
あ
る
班
は
ま
ず
そ
れ
を
伐

り
ま
し
ょ
う
。
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簡
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歩
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り
を
し
て
み
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い
と
思

い
ま
す
。

第第第第第
1111111111
回
　
９
月

回
　
９
月

回
　
９
月

回
　
９
月

回
　
９
月
3030303030
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
き
の
こ
狩
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狩
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狩
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狩
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狩
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屋
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場
所
未
定
　
今
年

は
ち
ゃ
ん
と
き
の
こ
が
で
て

く
れ
る
か
？
ひ
ょ
っ
と
し
て

次
の
枝
打
ち
と
入
れ
替
え
た

り
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
承
知
お
き
下
さ
い
。
な

お
10
回
と
11
回
の
間
は
３
週

間
開
き
ま
す
の
で
ご
注
意
。
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７
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８
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８
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ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明
、
体
操

９
時
９
時
９
時
９
時
９
時
　
樹
木
分
類
を
し
な
が
ら
小

屋
裏
の
ま
す
み
ヶ
丘
平
地
林

へ
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中
村
山
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ヒ
ノ
キ

の
下
刈
。
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縄

や
ワ
ン
タ
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チ
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使

い
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始
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終
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散

「降りられない～」と坂本さん、セミになる

この道半世紀、保科先生のナタはヒゲがそれる

感想文を書いてもらって、御疲れさまでした。

何せ身軽な最高齢の河井さん(79歳）

サクラなら何ザクラ？樹木分類

デモ伐倒イントラ宮崎。注目を浴んざらでもない

カマの指導を受ける
河井さん

チャレンジ精神旺盛、杉谷さん
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「
う
っ
、
背
中
が
痛
い
」
こ
れ
は

紛
れ
も
な
く
“
ブ
リ
縄
”
で
木
に

よ
じ
登
っ
た
と
き
の
筋
肉
痛
。
い

ま
だ
に
痒
い
手
の
指
は
、
下
草
刈

の
際
に
毛
虫
の
よ
う
な
毛
が
さ

さ
っ
て
か
ぶ
れ
た
も
の
。
体
の
あ

ち
こ
ち
の
形
跡
は
、
そ
の
ま
ま

『
森
林
塾
』
の
思
い
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。『
森
林
塾
』
か
ら
戻
っ

て
、
改
め
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
森
の
ド

ク
タ
ー
と
仲
間
た
ち
」
を
見
直
し

て
み
ま
し
た
。
つ
い
こ
の
間
ま
で

お
会
い
し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
が
画
面
に
登
場
す
る
度
に
、

テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て
手
を
振
り
た

く
な
る
よ
う
な
親
近
感
が
こ
み
上

げ
て
き
ま
す
。「
こ
ん
に
ち
は

〜
」。
参
加
初
日
、
小
屋
に
入
っ
た

途
端
に
“
仲
間
”
が
い
る
と
い
う

空
気
を
感
じ
ま
し
た
。「
こ
こ
に

来
て
良
か
っ
た
」、
瞬
間
に
思
い

ま
し
た
。

　
30
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
求

め
て
い
る
も
の
は
様
々
で
し
た
。

「
都
市
部
で
の
生
活
に
息
が
詰
ま

り
そ
う
。
自
分
自
身
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
為
に
自
然
が
必
要
」「
自

分
の
山
に
道
を
作
っ
て
森
林
浴
を

楽
し
ん
で
貰
い
、
頂
上
に
温
泉
を

引
い
て
く
つ
ろ
げ
る
宿
を
作
り
た

い
」「
日
本
中
の
森
を
手
入
れ
し

て
あ
げ
た
い
」。
そ
れ
ぞ
れ
が
求

め
る
思
い
は
、
遠
く
は
北
海
道
か

ら
、
ま
た
年
齢
も
20
歳
か
ら
79
歳

ま
で
と
実
に
幅
の
広
い
方
々
が
集

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
島
崎
洋
路
先
生
の
お
考
え
を
お

聞
き
す
る
だ
け
で
な
く
、
接
し
て

み
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
あ
せ
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
島
崎
先
生
は
そ

ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
現
実

の
森
の
状
態
を
受
け
と
め
、
そ
の

中
で
今
出
来
る
こ
と
の
ベ
ス
ト
を

尽
く
さ
れ
て
い
る
姿
勢
が
と
て
も

自
然
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
分

よ
が
り
の
理
想
論
を
掲
げ
気
張
っ

て
い
る
自
分
が
見
え
て
き
た
の
で

す
。
　

　
自
己
紹
介
で
も
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
私
は
農
林
水
産
大
臣
認
定

の
「
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」

と
い
う
資
格
を
、
３
年
掛
か
り

で
、
や
っ
と
２
年
前
に
手
に
入
れ

ま
し
た
。
森
に
関
わ
り
、
何
か
の

役
に
立
ち
た
い
！
そ
ん
な
思
い
か

ら
の
資
格
取
得
で
し
た
。
幅
広
い

知
識
が
求
め
ら
れ
る
資
格
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ざ
資
格
を
手

に
し
て
み
る
と
、
何
を
し
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
。
試
験
に
合

格
し
た
か
ら
と
い
っ
て
誰
か
が

「
こ
れ
を
や
り
な
さ
い
」「
は
い
、

仕
事
で
す
よ
」
な
ん
て
手
を
引
い

て
く
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
東
京

生
ま
れ
の
東
京
育
ち
、
自
然
に
関

わ
る
実
体
験
の
乏
し
い
、
ま
た
試

験
勉
強
の
為
だ
け
の
付
け
焼
き
刃

的
な
知
識
し
か
な
い
自
分
に
気
付

い
た
だ
け
で
し
た
。
資
格
は
役
立

て
て
こ
そ
の
「
資
格
」
で
あ
る
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。

　
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
に
「
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
っ

て
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
ん

で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
度

に
口
ご
も
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
み
な
さ
ん
、
よ
く
ぞ

沢
山
聞
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。
何
度
汗
を
か
い
た
こ
と

か
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
は

「
今
、
私
は
こ
う
い
う
こ
と

を
や
っ
て
い
ま
す
」
と
即
答

で
き
る
自
分
に
な
ろ
う
、
そ

れ
に
は
ま
ず
「
森
」
に
入
ろ

う
！
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
八
ヶ
岳
の
南
麓
に

里
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
お

借
り
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
坪

の
土
地
に
は
、
コ
ナ
ラ
や
ア
ブ
ラ

チ
ャ
ン
、
セ
ン
、
サ
ク
ラ
な
ど
の

広
葉
樹
の
明
る
い
森
と
、
胸
高
直

径
が
40
セ
ン
チ
は
優
に
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
天
然
の
ア
カ
マ
ツ
、
そ

し
て
植
栽
し
た
ヒ
ノ
キ
の
複
層
林

仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
暗
い
森
が

あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
こ
の
土
地
の
所
有
者

が
、
材
を
と
る
た
め
の
森
に
し
よ

う
と
手
を
入
れ
た
以
上
、
私
も
そ

の
為
の
作
業
を
引
き
継
い
で
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

借
り
し
て
い
ま
す
。
ど
の
木
を

伐
っ
た
ら
ど
の
木
が
育
つ
の
か
、

い
い
森
が
出
来
る
の
か
、
そ
の
選

木
が
一
番
大
切
、
そ
し
て
悩
む
と

こ
ろ
、
そ
ん
な
決
定
を
自
分
ご
と

き
が
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
！

自
信
が
持
て
な
い
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
、「
森
林
施
業
診
断
書
」
な

る
も
の
を
つ
く
っ
て
み
て
、
自
分

の
考
え
を
理
論
づ
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
逆
に
、
そ

う
い
っ
た
理
論
の
積
み
重
ね
が
な

け
れ
ば
、
判
断
を
し
て
は
い
け
な

い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
度
、

八
ヶ
岳
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
っ
た

ら
、
さ
っ
そ
く
測
樹
を
や
り
ま

す
。

　
ま
た
、
間
伐
し
た
木
を
ど
う
す

る
か
、
そ
の
役
立
て
方
に
も
悩
み

ま
す
。
釣
っ
た
魚
は
き
れ
い
に
頭

ま
で
食
べ
て
成
仏
願
う
よ
う
に
、

伐
っ
た
木
も
何
か
に
役
立
て
た

い
。
例
え
材
に
な
ら
な
く
て
も
、

き
っ
と
何
か
に
役
立
つ
は
ず
。
土

に
返
す
の
も
一
つ
で
す
が
、
特
に

まずまずまずまずまず「「「「「森森森森森」」」」」に入ろう！に入ろう！に入ろう！に入ろう！に入ろう！
                    近藤近藤近藤近藤近藤     恵里恵里恵里恵里恵里

リレー通信

き
た
こ
と
だ
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

エ
ン
ジ
ン
の
回
転
を
最
高
に
上
げ

て
、
手
に
伝
わ
る
激
し
い
振
動
と

う
な
り
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
、

ア
カ
マ
ツ
が
倒
れ
た
と
き
の
地
面

を
た
た
き
つ
け
る
ド
ス
ー
ン
と
い

う
地
響
き
は
豪
快
で
あ
り
、
そ
う

快
で
も
あ
っ
た
。
大
変
ス
カ
ー
ッ

と
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
40
数

年
も
生
き
て
き
て
、
私
の
手
に
か

か
っ
た
ア
カ
マ
ツ
に
は
大
変
申
し

訳
な
い
こ
と
を
し
た
。
切
っ
た
木

を
日
曜
大
工
に
使
っ
て
や
り
た
く

な
っ
た
。

  

私
は
日
頃
、
日
曜
大
工
を
し
た

り
、
ま
た
庭
木
の
剪
定
を
自
分
で

や
っ
て
い
る
が
、
木
に
対
し
て
、

ま
た
別
な
見
方
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
木
を
間
伐
す
る
こ
と
に

よ
り
太
い
木
を
育
て
て
、
間
伐
し

た
木
を
人
間
が
利
用
す
る
と
い
う

木
材
利
用
の
サ
イ
ク
ル
の
話
、
ま

た
、
間
伐
材
の
搬
出
は
大
変
で
あ

る
が
、
も
っ
と
木
を
切
っ
て
使
っ

て
い
い
と
い
う
先
生
の
お
話
に
は

大
変
興
味
深
い
お
話
で
あ
っ
た
。

 
 

ま
た
、
事
務
局
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
使
い

も
大
変
よ
か
っ
た
。
例

え
ば
、
表
紙
が
厚
く

し
っ
か
り
し
て
い
て

立
っ
た
ま
ま
で
も
記
入

で
き
る
メ
モ
帳
、
昼
食

の
時
に
出
た
ト
マ
ト
、

の
ど
が
乾
い
た
時
の
冷

た
い
飲
み
水
等
々
、
大

変
あ
り
が
た
か
っ
た
。

  

最
後
に
、
島
崎
先
生
、

保
科
先
生
、
各
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
の
み
な
さ
ん
、
早
川
さ

ん
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
参
加
で
き
た
ら
と
い
い
な
あ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
不
特
定
多
数
の
皆

様
あ
て
に
文
を
書
く
の
は
あ
ま
り

経
験
の
な
い
こ
と
で
す
。
光
栄
で

も
あ
り
恐
れ
多
い
よ
う
に
も
感
じ

ま
す
が
と
に
か
く
が
ん
ば
っ
て
書

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

　
私
は
現
在
25
歳
に
し
て
大
学
３

年
生
で
す
。
塾
生
の
皆
様
の
中
に

も
学
校
に
通
っ
て
い
る
方
が
け
っ

こ
う
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
ま
だ

一
回
も
社
会
に
出
た
こ
と
が
な
い

の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
大
学
で
は
森
林
全
般
の
こ
と

を
勉
強
す
る
学
科
に
通
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
自
分
の
場
合
何
が
な

ん
で
も
森
林
系
と
い
う
強
い
想
い

で
受
験
し
た
の
で
は
な
く
、
多
く

の
生
物
系
の
大
学
を
受
験
し
、
そ

の
結
果
（
な
ん
と
か
）
今
の
大
学

に
落
ち
着
い
た
と
い
う
感
じ
で

す
。
大
学
に
い
く
前
の
一
年
間
予

備
校
に
通
わ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で

す
が
そ
こ
で
の
講
義
は
す
ご
く
お

も
し
ろ
く
、
生
ま
れ
て
初
め
て
勉

強
が
楽
し
い
と
思
え
た
日
々
で
し

た
。
こ
の
調
子
な
ら
大
学
は
も
っ

と
楽
し
く
、
タ
メ
に
な
る
と
こ
ろ

だ
。
私
は
耀
け
る
希
望
を
持
っ
て

大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
・
・
・
自
分
は
甘
か
っ

た
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
大
学
は
目
的
、
す
な
わ
ち
何
か

勉
強
、
研
究
し
た
い
こ
と
を
決
め

て
そ
れ
を
す
る
た
め
に
い
く
所
。

私
は
そ
う
い
う
明
確
な
目
的
を
持

た
ず
「
何
か
」
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
ま
た
は
世
間
に
認
め
て
も
ら

う
た
め
、
と
と
ん
ち
ん
か
ん
な
こ

と
を
考
え
て
入
学
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。
と
い
う
訳
で
入
学
し

て
講
義
が
始
ま
る
と
へ
こ
み
の
毎

日
で
す
。
初
期
の
頃
は
一
般
教
養

が
多
か
っ
た
と
い
う
の
も
あ
り
ま

し
た
が
専
門
の
科
目

も
ぜ
ん
ぜ
ん
興
味
が

持
て
ず
日
々
迷
い
と

ス
ト
レ
ス
が
貯
ま
っ

て
い
く
ば
か
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
き
ち
ん
と

し
た
目
的
を
持
っ
て

き
て
い
る
人
達
も
い

る
訳
で
そ
の
人
達
の

自
信
に
充
ち
た
目
を

見
る
と
ま
す
ま
す

焦
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

大
学
生
に
な
っ
た
か
ら
っ
て
人
生

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り

大
学
に
い
か
ず
ど
っ
か
に
就
職
し

た
ほ
う
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　
し
か
し
大
学
生
だ
か
ら
で
き
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

が
長
い
夏
休
み
を
利
用
し
て
の
北

ア
ル
プ
ス
標
高
３
０
０
０
ｍ
弱
に

あ
る
山
小
屋
で
の
住
み
込
み
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
す
。
山
は
嫌
い
と
い

う
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
特
に
登

山
が
好
き
と
い
う
訳
で
も
な
く
、

夏
休
み
が
暇
そ
う
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
と
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
物
を

見
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
応

募
し
ま
し
た
。
山
小
屋
で
の
生
活

は
想
像
以
上
に
刺
激
的
な
も
の
で

し
た
。
人
間
不
便
な
ら
不
便
な
り

に
生
き
て
い
け
る
。
山
の
上
な
の

で
食
料
も
水
も
遊
び
も
限
ら
れ
た

中
で
や
り
く
り
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
よ

う
な
状
況
で
も
楽
し
く
や
っ
て
い

け
る
と
。
何
か
を
手
に
入
れ
よ
う

に
も
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
下
界
に

い
る
時
の
よ
う
な
物
質
欲
は
押
さ

え
ら
れ
、
む
し
ろ
す
っ
き
り
し
た

シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
訳
で

す
。

　
そ
ん
な
感
じ
で
次
の
年
の
夏
も

私
は
同
じ
山
小
屋
に
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
こ
で
昨
年
か
ら
の

森
林
塾
生
（
と
い
っ
て
も
昨
年
は

３
回
、
今
年
も
ま
だ
２
回
ぐ
ら
い

し
か
出
席
し
て
い
な
い
ら
し
い
で

す
が
）
の
中
村
賢
二
さ
ん
に
出

会
っ
た
の
で
す
。
中
村
さ
ん
は
私

が
森
林
系
の
大
学
に
通
っ
て
い
る

え
る
な
ら
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
点
と

点
が
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
感
じ
で
す
。

　
森
林
塾
の
講
義
は
毎
回
毎
回
素

人
の
自
分
に
は
濃
い
内
容
の
こ
と

を
し
て
い
て
時
々
頭
が
割
れ
そ
う

に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
回

毎
回
心
地
よ
い
汗
を
か
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
伐
木
。
不
器
用
な
自
分
は
で
き

る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
か
つ
安
全
に

倒
す
よ
う
に
心
掛
け
る
だ
け
で
気

が
ま
わ
り
ま
せ
ん
が
、
先
生
方
が

言
わ
れ
る
よ
う
に
伐
る
時
、
生
き

て
い
る
木
の
命
の
こ
と
を
考
え

る
、
と
い
う
の
は
単
純
に
伐
採
に

携
わ
る
人
達
は
常
に
心
に
留
め
て

お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
は
今
森
林
系

の
学
科
に
進
ん
だ
の
は
か
な
り
い

い
選
択
だ
っ
た
、
と
思
い
始
め
て

い
ま
す
。
儲
か
る
分
野
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
広
義
的
に
見

れ
ば
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
地
球

上
の
全
て
の
生
物
が
住
み
や
す
い

環
境
を
作
る
、
と
い
う
こ
と
に
か

ら
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
あ
、
そ
ん
な
大
き
な
こ

と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
小
さ
な
こ
と
で
も
こ
つ
こ
つ

と
、
で
き
れ
ば
仕
事
と
し
て
や
っ

て
い
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

　
な
ん
か
ま
と
ま
り
が
な
く
、
最

後
の
方
は
具
体
性
に
欠
け
る
文
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
毎
回
落

ち
こ
ぼ
れ
気
味
の
私
で
す
が
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
残
り
の
約
半
年
間
、
供
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　

と
言
う
と
森
林
塾
の
事
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
教
室
で
の
講
義
だ

け
で
は
鈍
い
自
分
の
頭
で
は
理
解

で
き
ず
、
前
々
か
ら
定
期
的
に
現

場
に
い
っ
て
体
で
勉
強
し
て
み
た

か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
親
切

丁
寧
に
か
つ
実
践
に
即
し
た
指
導

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
私

は
強
い
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ま

た
大
学
生
活
に
悩
ん
で
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
周
り
の
人
達
か
ら

も
「
お
前
は
行
く
べ
き
だ
」
と
言

わ
れ
、
私
は
入
塾
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
自
分
が
入
塾
の

た
め
に
動
き
始
め
た
の
は
そ
ん
な

に
早
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
申
し
込
み
案
内
の
請
求
も
中

村
さ
ん
頼
み
だ
っ
た
気
が
し
ま
す

し
。
一
応
定
員
が
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
本
当
に
自
分
は
入
塾
で

き
る
の
か
、
と
も
思
い
ま
し
た

が
、
一
方
今
年
は
伊
那
、
駒
ケ
根

（
中
村
さ
ん
の
自
宅
が
あ
る
）
に

通
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
な
と
も

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

通
り
に
入
塾
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
し
た
。

　
森
林
塾
に
通
い
始
め
て
何
か
変

わ
っ
た
か
？
こ
の
短
期
間
で
は
も

ち
ろ
ん
大
き
な
成
果
は
出
て
い
ま

せ
ん
が
自
分
の
中
で
は
確
実
に
プ

ラ
ス
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
学
校
の
講
義
に

前
よ
り
も
ぜ
ん
ぜ
ん
つ
い
て
い
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

定
期
的
に
現
場
（
し
か
も
林
業
の

本
場
の
？
）
に
出
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
例

ヒ
ノ
キ
は
何
か
形
に
し
た
い
。
そ

こ
で
、
毎
年
秋
に
八
ヶ
岳
の
清

里
・
清
泉
寮
で
行
わ
れ
る
「
ポ
ー

ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
祭
」
と
い
う
収
穫

祭
で
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
・
ド
ア
プ
レ
ー
ト
・

木
の
ハ
ガ
キ
づ
く
り
の
提
案
を
し

て
み
ま
し
た
。
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
展
開
出
来
る
こ

と
に
な
り
、「
間
伐
材
っ
て
何
だ

ろ
う
？
」「
森
の
し
く
み
と
は
？
」

と
い
っ
た
お
勉
強
コ
ー
ナ
ー
も
加

え
て
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
紙

芝
居
で
表
し
た
り
、
近
く
の
森
で

自
然
学
習
を
し
た
り
と
い
う
企
画

を
練
っ
て
い
ま
す
。
只
今
、
10
月

14
日
・
15
日
の
土
日
に
行
わ
れ
る

「
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
祭
」
に
向
け

て
準
備
中
で
す
。

　
是
非
、
皆
さ
ん
遊
び
に
来
て
下

さ
い
。「
ち
び
っ
こ
カ
ン
ト
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
で
、
慣
れ
な
い
子
供
相
手
に

汗
を
か
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
、
私
の
夢
。

　
大
き
な
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

日
本
の
森
な
ん
て
言
い
ま
せ
ん
。

八
ヶ
岳
周
辺
の
森
を
手
入
れ
し

て
、
気
持
ち
の
い
い
森
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

職
業
と
し
て
確
立
し
て
い
け
た
ら

尚
い
い
。
里
山
で
沢
山
の
人
た
ち

が
憩
い
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し

な
が
ら
生
活
し
て

き
た
日
本
人
の
自

然
観
、取
り
戻
せ
た

ら
い
い
で
す
ね
。



平成１２年度(2000)第 8号8月3日(6 )森　林　塾　通　信

◆
立
ち
寄
り
情
報
◆

◆
立
ち
寄
り
情
報
◆

◆
立
ち
寄
り
情
報
◆

◆
立
ち
寄
り
情
報
◆

◆
立
ち
寄
り
情
報
◆

「
ア
ル
プ

「
ア
ル
プ

「
ア
ル
プ

「
ア
ル
プ

「
ア
ル
プ
・・・・・
カカカカカ
ーーーーー
ゼゼゼゼゼ
」」」」」　　　　　

    (0265-39-2818)
    (0265-39-2818)
    (0265-39-2818)
    (0265-39-2818)
    (0265-39-2818)
          
          
          
          
          

９
時
〜

９
時
〜

９
時
〜

９
時
〜

９
時
〜
1717171717
時時時時時

　
分
杭
峠
経
由
で
帰
ら
れ
る
方
へ

大
鹿
村
の
お
勧
め
ポ
イ
ン
ト
。
本

物
志
向
の
チ
ー
ズ
が
お
好
き
な
方

は
是
非
こ
こ
へ
。
ス
イ
ス
の
田
舎

を
想
わ
せ
る
、
小
さ
な
牧
場
。「
雄

鶏
に
注
意
」
の
張
り
紙
の
あ
る
、

手
作
り
の
木
の
建
物
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
成
熟
期
間
が
違
う
ゴ
ー

ダ
タ
イ
プ
チ
ー
ズ
の
中
か
ら
、
試

食
し
た
上
で
気
に
入
っ
た
味
を
選

び
、
欲
し
い
分
だ
け
切
っ
て
く
れ

ま
す
。
一
〇
〇
ｇ
　
五
〇
〇
〜
六

〇
〇
円
が
目
安
。
も
ち
ろ
ん
安
全

な
飼
料
で
丁
寧
に
育
て
た
牛
の
乳

か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

お
い
し
い
赤
ワ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
を
、
山
を
眺
め
な
が
ら
食
せ

ば
、
も
う
気
分
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア

ル
プ
ス
！
不
在
の
時
も
多
い
よ
う

な
の
で
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
下

さ
い
。
村
の
中
心
部
か
ら
山
の
方

に
上
が
っ
た
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の

所
に
あ
り
ま
す
。
行
き
方
詳
細
は

じ
ょ
ん
の
び
藤
原
ま
で
。

﹇OLIVE

三
輪
﹈

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
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◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
将
来
自
給
自
足
的
生
活
を
目
指

し
て
い
る
塾
生
に
参
考
情
報
。
そ

う
い
う
人
達
は
ま
ず
鶏
を
飼
う
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
ア

ル
プ
・
カ
ー
ゼ
の
小
林
さ
ん
の
お

勧
め
は
山
羊
。
何
故
な
ら
山
羊
は

素
人
で
も
飼
い
易
く
、
頑
健
、

刈
っ
た
雑
草
を
食
べ
て
く
れ
る
、

糞
は
コ
ロ
コ
ロ
と
扱
い
易
く
堆
肥

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。
TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994
E-mail:
ki-hayakawa@koanet.co.jp
mi-tsuboki@koanet.co.jp
携帯:0902-53-26375（開催日）

　

　
去
る
７
月
22
日
の
暑
気
払
い
の

日
、
少
し
遅
く
ま
で
残
っ
て
い
た

方
は
ご
存
知
の
通
り
山
小
屋
の
囲

炉
裏
の
ま
わ
り
で
は
、
リ
コ
ー

ダ
ー
（
中
学
の
と
き
に
習
っ
た
ア

レ
で
す
）
４
本
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
に

よ
る
美
し
い
（
？
）
合
奏
が
夜
中

の
12
時
近
く
ま
で
繰
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

か
っ
た
方
の
た
め
に
少
し
説
明
し

ま
す
と
、
私
、
竹
内
が
中
学
の
と

き
の
古
い
笛
に
加
え
、
中
学
を
卒

業
し
た
甥
っ
子
た
ち
か
ら
ナ
ゼ
か

送
ら
れ
て
き
た
笛
を
持
参
し
、
10

時
を
過
ぎ
た
頃
お
ず
お
ず
と
取
り

出
し
て
囲
炉
裏
の
ま
わ
り
に
い
た

方
々
に
「
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
と
お
す
す
め
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
ま
わ
り
の
優
し
い

方
々
は
突
然
出
現
し
た
リ
コ
ー

ダ
ー
に
驚
き
な
が
ら
も
、
手
に

と
っ
て
吹
い
て
み
て
く
だ
さ
り
、

や
が
て
島
崎
先
生
も
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
手
に
合
流
。
そ
の
ま
ま
夜
は
ふ

け
て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
坂
田
さ
ん
は
50
年
振
り
（
…
と

ご
本
人
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
実
際
は
も
う
少
し
少
な
か
っ

た
よ
う
で
す
）
で
リ
コ
ー
ダ
ー
を

手
に
し
た
と
い
う
の
に
、
見
る
見

る
う
ち
に
吹
き
こ
な
し
、
私
と
と

も
に
“
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
”
の

デ
ュ
エ
ッ
ト
ま
で
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
中
に
は
「
何
で
リ

コ
ー
ダ
ー
な
の
？
」
と
、
単
刀
直

入
に
素
朴
な
疑
問
を
投
げ
か
け
ら

れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
リ
コ
ー

ダ
ー
を
吹
く

の
に
理
由
な

ん
て
考
え
も

し
な
か
っ
た

私
は
、「
だ
っ

て
リ
コ
ー

ダ
ー
っ
て
良

い
で
し
ょ

う
？
」
と
実

に
単
純
な
こ

と
し
か
言
え

ず

、
「

そ

り
ゃ
、
良
い

け
ど
…
」
と
そ
の
方
は
や
は
り
腑

に
落
ち
な
い
様
子
で
し
た
。
そ
こ

で
、
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま

す
と
、
中
学
の
音
楽
の
時
間
に

習
っ
て
以
来
、
簡
単
な
割
り
に
楽

し
め
る
リ
コ
ー
ダ
ー
を
気
に
入

り
、
そ
の
後
も
時
々
一
人
で
…
あ

る
い
は
友
人
と
…
我
が
子
が
小
学

校
で
習
い
始
め
る
と
親
子
で
…
と

吹
い
て
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち

も
、
始
め
の
う
ち
は
親
と
一
緒
に

吹
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
つ
き
合
っ

て
く
れ
て
い
た
の
が
、
こ
の
頃
は

誘
っ
て
も
「
あ
と
で
ネ
…
」
と
つ

れ
な
い
返
事
。
森
林
塾
で
は
島
崎

先
生
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
か
れ
る

し
、
私
も
リ
コ
ー
ダ
ー
を
持
っ
て

こ
よ
う
か
ナ
…
と
思
い
つ
つ
下

手
ッ
ピ
ー
な
笛
を
披
露
す
る
勇
気

が
ど
う
し
て
も
出
な
く
て
早
三

年
。
い
よ
い
よ
森
林
塾
を
卒
業
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況

だ
し
、
ヨ
シ
、
み
ん
な
で
吹
け
ば

こ
わ
く
な
い
！
と
今
年
は
思
い

き
っ
て
四
本
持
参
し
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

　
何
で
リ
コ
ー
ダ
ー
な
の
か
？
吹

く
こ
と
が
楽
し
い
か
ら
。
…
や
は

り
実
に
単
純
な
理
由
し
か
な
い
の

で
、
こ
の
説
明
で
納
得
し
て
い
た

だ
け
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
あ
の
晩
リ
コ
ー
ダ
ー
に
手
を

の
ば
し
て
吹
き
続
け
、
家
で
練
習

し
て
来
る
と
言
っ
て
持
ち
帰
っ
た

小
沢
さ
ん
と
片
岡
さ
ん
は
、
そ
の

楽
し
さ
を
味
わ
わ
れ
た
の
で
は
？

そ
し
て
私
の
そ
ば
で
「
ケ
ー
ナ
を

持
っ
て
く
れ
ば
良
か
っ
た
ナ
…
、

テ
ナ
ー
持
っ
て
く
れ
ば
良
か
っ
た

…
」
と
し
き
り
に
残
念
が
り
、「
今

度
サ
ー
竹
で
ケ
ー
ナ
を
作
っ
て
、

一
緒
に
吹
こ
う
よ
」
と
誘
っ
て
く

だ
さ
っ
た
縄
文
さ
ん
は
、
い
ろ
い

ろ
な
笛
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
夏
休
み
明
け
の
森
林
塾

に
、
名
札
と
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
が

好
き
な
楽
器
を
持
ち
寄
り
、
山
仕

事
の
合
間
に
合
同
練
習
し
た
ら
、

森
林
塾
交
響
楽
団
、
忘
年
会
に
て

華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
！
な
ん
て
こ

と
に
な
る
か
も
？
楽
器
よ
り
も
歌

う
こ
と
が
好
き
、
な
ん
て
方
は
歌

で
合
わ
せ
、
美
し
い
音
色
が
山
々

に
こ
だ
ま
し
た
ら
、
山
の
木
々
も

ス
ク
ス
ク
育
つ
か
も
？
（
逆
じ
ゃ

な
い
か
と
心
配
す
る
の
は
ダ
レ
カ

ナ
？
）

　
と
こ
ろ
で
、「
わ
し
は
、
し
っ
か

り
飲
ん
ど
ら
ん
と
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
吹
け
な
い
」
と
湯
飲
み
を
手
元

に
置
い
て
、
次
々
と
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
島

崎
先
生
、「
竹
ち
ゃ
ん
、
コ
ン
ビ
を

組
ん
で
老
人
ホ
ー
ム
を
イ
モ
ン
し

て
回
ろ
う
！
」
と
地
方
ま
わ
り
の

話
が
飛
び
だ
し
、
“
骨
ま
で
愛
し

て
”
の
歌
は
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問

に
良
さ
そ
う
…
な
ん
て
選
曲
ま
で

始
ま
っ
た
こ
と
、
覚
え
て
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？
先
生
が
行
か
れ

る
の
な
ら
私
も
ぜ
ひ
お
供
い
た
し

ま
す
。
た
だ
し
「
何
で
老
人
ホ
ー

ム
な
の
？
」
と
聞

く
人
が
い
た
ら
、

先
生
、
答
え
て
く

だ
さ
い
ネ
。

に
し
易
い
、
蹴
飛
ば
さ
れ
な
い
。

そ
し
て
栄
養
価
の
高
い
乳
が
採
れ

る
。
切
羽
詰
ま
れ
ば
食
べ
ら
れ

る
。
ナ
ル
ホ
ド
。
鶏
よ
り
は
愛
情

が
伝
わ
る
よ
う
な
感
じ
も
し
ま
す

ね
、
何
と
な
く
。
た
ま
た
ま
Ｔ
Ｖ

で
下
伊
那
の
山
羊
競
り
市
の
模
様

を
や
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た

ら
、
だ
い
た
い
三
万
五
千
円
く
ら

い
の
よ
う
で
す
、
雌
一
頭
。
因
み

に
雄
は
二
万
五
千
円
く
ら
い
。
下

伊
那
の
山
羊
は
評
価
が
高
い
ら
し

く
、
九
州
か
ら
大
量
に
買
い
付
け

に
来
て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。
昔

は
結
構
各
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い
た

ん
で
す
よ
ね
、
先
生
？
こ
れ
か
ら

山
羊
復
活
の
時
代
が
来
る
か
も
？

﹇OLIVE

三
輪
﹈

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
Ｂ
コ
ー
ス
夏
の
み
な
さ
ん
、
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
野
底
財
産
区

有
林
に
は
ヤ
マ
ウ
ル
シ
が
た
く
さ

ん
は
え
て
い
ま
し
た
。
何
と
も
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
覚
悟

し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
か
ぶ

れ
ま
し
た
。
早
く
直
す
に
は
絶
対

に
掻
か
な
い
こ
と
。
掻
く
と
長
引

き
ま
す
。
で
も
痒
く
て
た
ま
ら
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
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